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１）「舢板」（福建省厦門市）（図 3・4・写真 1～ 6）
　福建省厦門市で、西暦 2000年頃に収集されたサンパンである。海外交通史博物館では「舢板」










全部で 4枚構成である。船首側と船尾側の隔壁は厚さ 7 cm程度と分厚いが、船体中央の 2枚の隔





で、厚さは約 3 cm、舷側上部の波除板は厚さ約 2 cmである。
　肋骨は、船底部に沿う肋根材に左右舷側部に沿う肋材を組み付けた 3材構成で、船底部が V字
状になる船首側の最前列では、肋根材を中央で分割した 4材構成となる。肋根材の幅は、細いもの











































写真 1　「舢板」（泉州海外交通史博物館） 写真 2　「舢板」船首材（泉州海外交通史博物館）
写真 4　「舢板」第 2・3隔壁（泉州海外交通史博物館）
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図 3-1　「舢板」（福建省厦門市）　S＝ 1 /40　泉州海外交通史博物館
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図 3-2　「舢板」（福建省厦門市）　S＝ 1 /40　泉州海外交通史博物館
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図 4　「舢板」（福建省厦門市）　S＝ 1 /50　泉州海外交通史博物館











　展示資料は、全長 196 cm、全幅 124 cm、全高 42.5 cmを測る。同形の小船 2艘を、直径 5 cm、
長さ 124 cmの 2本の丸太で固定しており、小船 1艘の大きさは、全長 196 cm、全幅 44.5 cm、全
高 42.5 cmを測る。部材の厚さは、船首船尾の立板が約 2 cm、船体中央の 2枚の隔壁がそれぞれ
約 1.3 cm、舷側板が約 0.8 cm、前後に反りのある底板が約 1 cmを測る。
　船体中央の 2枚の隔壁には、漁師が足を置く踏板が設置されている。踏板は、縦 56.6 cm、横















タライ舟と同様、側板は縦方向の板を連ねて構成される。全長 194 cm、全幅 78.5 cm、反り上がっ

































































　隔壁は、船首側に 1枚、船体中央部に 2枚あり、船尾の戸立部を含めると隔壁は 4枚となる。そ
れら隔壁の間には肋骨が入る。肋骨は、船底部に沿う肋根材に左右舷側部に沿う肋材をボルトで固







































図 7-1　「舢舨」（福建省福州市）　S＝ 1 /40　福青沃造船所
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図 7-2　「舢舨」（福建省福州市）　S＝ 1 /40　福青沃造船所
写真 11　福州市連江県の船溜まり。主に養殖用の木造
船が多数繫留されている





















島周辺で用いられたサンパンだろうか。全長 3.18 m、全幅 1.26 m、船首高 0.66 m、船尾高 0.64 m
を測る。竜骨を持たないごく小型のサンパンで、船首の幅が広く、全体に箱型の船形である。

















型の 1 /20スケールで掲載してあるが、模型の縮尺は約 1 / 2スケールとのことなので、実物から
換算するとおおよそ 1 /40スケールということになる。
　模型の全幅は 2.36 m、肋骨の上方突出部まで含めた高さは 1.86 mを測る。実物に換算すると、

















図 8　「舢板」（福建省福州市）　S＝ 1 /30　三坊七巷福船文化館
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図 9　福船断面模型（福建省福州市）　S＝ 1 /20　三坊七巷福船文化館
写真 21　「舢板」（三坊七巷福船文化館）
写真 22　福船復元船（三坊七巷福船文化館） 写真 23　福船断面模型（三坊七巷福船文化館）
34
５．サンパンの部材名について















































































図 10-1　サンパン（泉州）部材名（1）　S＝ 1 /40
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図 10-2　サンパン（泉州）部材名（1）　S＝ 1 /40、帆は S＝ 1 /50
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図 11　サンパン（泉州）部材名（2）　S＝ 1 /50
39
中国福建省の小型木造船サンパンとその構造














































































































































































































































































































































































とを認識することができた。ごく小型の双胴船「鸬鹚船」においても、 1艘 1艘は 4枚の隔壁に舷
側板が取り付けられた構造を持つのである。
　少なくとも現代の福建省を中心とした地域では、と但し書きは付けなければならないが、船体の
基礎を成すのは 4枚の隔壁であり、これが隔壁構造における隔壁の最小単位である可能性が指摘で
きよう。
　今回、略測作業を実施した船のうち、厦門のサンパンは帆走の装備を備えた旧来の無動力船であ
り、一方の福州のサンパンは船外機を備え、今も現役で稼働する動力船である。部材が厚く頑丈な
見た目を持つ福州のサンパンは、いわば伝統的な木造船から近代化を果たした存在といえる。2艘の
サンパンは、地域差や用途の違い以上に、木造船の変化の様相を示す好対照な資料であるといえる。
　また、和船と中国船の造船技術を比較検討するうえで避けることのできない接合技術について
も、多くの知見を得ることができた。中国において、接合技術の根幹を成すのは充塡材である油灰
であり、少なくとも現代の福建省では、和船における材と材の摺り合わせや木殺しのような、丹念
な接合面の加工は行われていない。万力で締め付けて外板を接合し、油灰で隙間を埋めるような工
程には、もとより鋸による摺り合わせ作業は入り込む余地がない。使われている鋸についても、泉
州、福州ともに摺り合わせには使えない大小の枠鋸だけであった。
　一方、福建省の北側に位置する浙江省紹興市では「手鋸」と呼ばれる摺り合わせ用の鋸の存在が
報告されている［織野 2000：71・74・松井 2000：59-63］。今回の調査は、あくまで福建省の泉州と
福州を対象とした局地的な調査であり、そこで摺り合わせが確認できなかったとしても、中国船の
接合技術に摺り合わせが存在しなかった証左とはなりえない。日本と中国の接合技術の比較検討
は、両者の成り立ちや、あるいは船大工用具の伝播、変遷を考えるうえで重要な意味を持つ。この
点については今後の課題として調査研究を進めていく必要があろう。
　最後に、福建省木造船調査においては、多くの方々のご協力とご教示を得た。泉州では、泉州海
外交通史博物館の名誉館長の王連茂先生、王連茂先生の子息で木船調査を行っている閩南師範大学
王亦錚先生、同館の丁毓玲館長と考古部助理館員である林瀚氏には多くの便宜を図っていただい
た。また、福州では、福建師範大学の謝必震先生、陳傳興先生、徐斌氏のご協力により福青沃造船
所を調査し、造船所では社長の陳楊坤氏より多くのご教示を得た。福州市旧市街にある三坊七衖福
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船文化館では同館のご理解のもと、略測などの資料調査を実施することができた。上海では、上海
海洋大学の韓興勇先生、宁波先生と上海中国航海博物館の職員の皆さんとの交流により、中国船に
対する多くの理解を得ることができた。記して感謝したい。
注
（ 1）張国輝氏によれば、泉州のサンパンは外板同士の固定に縫釘を使用するということなので、縫釘が用いられ
ない点は厦門のサンパンの特徴となる可能性もある。ただ、内外に塗られた石膏のために確認しづらく、さらに
丹念に資料を観察する必要がある。
（ 2）塗装は「漆」によるものというが、この「漆」は日本でいうウルシではなく、ペンキなどの油性塗料（「油
漆」と表記される）の可能性も想定される。
（ 3）「聚宝盆」は伝説上の存在で、いくら取っても尽きない宝物を盛ったタライのことをいう。
（ 4）「乾」の左に土偏が付いた「墘」は、辞典にも記載されておらず、その字義は不明である。
（ 5）「含弾（含弾）」は、一見して船梁状に見えるが、実際は肋材「岐仔」に取り付けられた角材の上に載せられ
ているだけで、外板材には接合されていない。帆柱は支えるが、あくまで補助的な部材である。
（ 6）張国輝氏によれば、「猴頭」という呼び方は大型の商船等に限り、サンパンの帆柱の滑車については特に名称
はないそうである。
（ 7）「宮」と「弓」は、どちらの発音も「gōng」である。
（ 8）「徳」は「dé」、「得」は「dé」「de」「děi」と発音する。
（ 9）最盛期には、木工担当も船の部分ごとにさらに細分されていたという。
（10）第 1隔壁の名称は「壹仔」であり、その後ろに続く部材ということで「弐仔」以下の通し番号が付けられて
いるものと推察される。
（11）これは、「吊巾」という竜骨に強固に固定された船首材を持つが故であろうか。「吊巾」ではない横板材の船
首材は、造船の最後の工程で取り付けられる後付けの部材であり、船尾の隔壁から外板を張り付けていく方が強
度の面でも合理的である。
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